
令和6年6月1日現在

《基本料金》

多 床 室

要介護　1 753円 830円 要介護　1 819円 902円

短期入所療養介護（介護予防短期入所療養介護）の利用者負担額　（1割負担者）

◇保険給付の自己負担額（1日あたり）

　短期入所療養介護サービス費（通常） 短期入所療養介護サービス費（在宅強化）

要介護度 従来型個室 多 床 室 要介護度 従来型個室

要介護　3 864円 944円 要介護　3 958円 1044円

要介護　2 801円 880円 要介護　2 893円 979円

要介護　5 971円 1052円 要介護　5 1074円 1161円

要介護　4 918円 997円 要介護　4 1017円 1102円

　介護予防短期入所療養介護サービス費（通常） 介護予防短期入所療養介護サービス費（在宅強化）

要介護度 従来型個室 多 床 室 要介護度 従来型個室 多 床 室

要支援  1 579円 613円 要支援  1 632円 672円

※　在宅強化型に関する厚生労働省が定める基準（在宅復帰率が50％以上、ベッド回転率10％以上、

　　要介護4及び5の方の割合が35％以上）に適合した場合は、右の在宅強化のサービス費になります。

※　上記の基準を満たさなかった場合は、左の通常のサービス費となります。

　施設サービス体制加算関係 ※ 上記の短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護サービス費に加算されます。（必須）　

　サービス提供体制強化加算 22円/日 介護職員の内、介護福祉士の占める割合が80％以上の場合。

要支援  2 726円 774円 要支援  2 778円 834円

　生産性向上推進体制加算(Ⅰ) 100円/月
（Ⅱ）の要件に加え、見守り機器等のテクノロジーを複数導入し、業務
改善の取組による成果が確認されていること。

　生産性向上推進体制加算(Ⅱ) 10円/月
利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減を検討
する委員会を開催し、見守り機器等のテクノロジーを1つ以上導入してい
ること。

　在宅復帰・在宅療養支援機能加算 51円/日
施設からの退所者数や自宅への復帰数及び平均在所日数等が厚生労働大
臣が定める基準に適合した場合

　夜勤体制加算 24円/日 　利用者２０名に対し、夜勤者が１名以上配置されている場合。

緊急時治療
管理加算

５18円/日 救急救命医療が必要となる場合において、緊急的な治療管理としての投薬・検
査・注射・処置を行ったとき場合。（1月に１回、３日を限度）

総合医学
管理加算

275円/日
診療方針を定め、治療管理として投薬、検査、注射、処置等を行い、かかりつ
け医に対し診療状況を示す文書を添えて情報提供を行った場合。（10日を限
度として算定）

◇加算対象額 　　　

送迎加算 184円/片道 入所及び退所の際、ご自宅まで送迎を行った場合。

療養食加算 ８円/回
医師の指示による特別な治療食を、管理栄養士の管理のもと提供した場合。
（例・・・糖尿病食、貧血食、高脂血症食、腎臓病食など）

緊急短期入所
受入れ加算

90円/日
利用者及び家族等の事情により、介護支援専門員が、緊急に短期入所療養介護
を受けることが必要と認めた場合（14日を限度として算定）

個別リハビリ
テーション
実施加算

240円/日
理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が利用者に対して、個別リハビリテー
ションを２０分以上行なった場合。

口腔連携
強化加算

50円/日
口腔の健康状態の評価を実施し、歯科医療機関及び介護支援専門員へ情報提供
した場合。



令和6年6月1日現在

 （※１）　食費（基準額）の内訳

※　減額申請を市町村に行い、上記の料金が設定されます。（詳しくは 別添資料１ をご覧下さい）

 ※　上記費用につきまして、ご不明な点がございましたら、支援相談員・事務所職員までお問い合わせ下さい。

重度療養管理
加算

120円/日
要介護４又は要介護5であり、厚生労働大臣が定める状態である方に対し計画
的に医学管理が継続し、かつ療養上必要な処置を行った場合

《利用料金》

　◇居住費・食費（１日あたり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階

介護職員
処遇改善加算

7.5%
厚生労働大臣が定める基準に適合する介護職員の処遇に対する改善を行った場
合

０円

食　　　　　費（※１） 1750円
①1000円

600円 300円
②1300円

滞
在
費

従来型個室 1668円 1310円 490円 490円

多　 床　 室 377円 370円 370円

430円

  ※　食費については、1食あたりの金額となります。減額認定のある方については、
　　  1日あたりの食費の段階別金額が限度になります。

　令和6年8月以降　◇居住費・食費（１日あたり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階

食　　　費
朝食 昼食 夕食

450円 650円 650円

　◇その他の利用料金

日用品費 250円/日 　石鹸・シャンプー・テッシュ・おしぼり・歯ブラシ・等の費用

洗　濯　代 528円/回
　私物の洗濯を施設に依頼される場合にお支払いいただきます。

　（１ネットの金額になります。）　

０円

食　　　　　費（※１） 1750円
①1000円

600円 300円
②1300円

滞
在
費

従来型個室 1728円 1370円 550円 550円

多　 床　 室 437円 430円

電気代等 　テレビ70円/日　その他の電気製品50円/日

その他費用 　※　診断書等の文書の発行に係る費用は、利用料として徴収いたします。

行　事　費 実　　費
　外出行事等の費用、講師を招いて実施する教室の費用で参加された

　場合にお支払いいただきます。（その都度、お知らせいたします）

健康管理費
　インフルエンザ予防接種に係る費用で、希望された場合にお支払いいただきます。　

　※市町村により費用が異なります。接種券のない方は実費で3000円となります。

小旅行や観劇等の費用、講師を招いて実施する教室の材料費等をインフルエンザ予防接種に係る費用で、希望された場合にお支払いいただきます。



令和6年6月1日現在

《基本料金》

短期入所療養介護（介護予防短期入所療養介護）の利用者負担額　（2割負担者）

◇保険給付の自己負担額（1日あたり）

要介護　1 1506円 1660円 要介護　1 1638円 1804円

　短期入所療養介護サービス費（通常） 短期入所療養介護サービス費（在宅強化）

要介護度 従来型個室 多 床 室 要介護度 従来型個室 多 床 室

要介護　3 1728円 1888円 要介護　3 1916円 2088円

要介護　2 1602円 1760円 要介護　2 1786円 1958円

要介護　5 1942円 2104円 要介護　5 2148円 2322円

要介護　4 1836円 1994円 要介護　4 2034円 2204円

　介護予防短期入所療養介護サービス費（通常） 介護予防短期入所療養介護サービス費（在宅強化）

要介護度 従来型個室 多 床 室 要介護度 従来型個室 多 床 室

要支援  1 1158円 1226円 要支援  1 1264円 1344円

※　在宅強化型に関する厚生労働省が定める基準（在宅復帰率が50％以上、ベッド回転率10％以上、

　　要介護4及び5の方の割合が35％以上）に適合した場合は、右の在宅強化のサービス費になります。

※　上記の基準を満たさなかった場合は、左の通常のサービス費となります。

　施設サービス体制加算関係 ※ 上記の短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護サービス費に加算されます。（必須）　

　サービス提供体制強化加算 44円/日 介護職員の内、介護福祉士の占める割合が80％以上の場合。

要支援  2 1452円 1548円 要支援  2 1556円 1668円

　生産性向上推進体制加算(Ⅰ) 200円/月
（Ⅱ）の要件に加え、見守り機器等のテクノロジーを複数導入し、業務
改善の取組による成果が確認されていること。

　生産性向上推進体制加算(Ⅱ) 20円/月
利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減を検討
する委員会を開催し、見守り機器等のテクノロジーを1つ以上導入してい
ること。

　在宅復帰・在宅療養支援機能加算 102円/日
施設からの退所者数や自宅への復帰数及び平均在所日数等が厚生労働大
臣が定める基準に適合した場合

　夜勤体制加算 48円/日 　利用者２０名に対し、夜勤者が１名以上配置されている場合。

緊急時治療
管理加算

1036円/日 救急救命医療が必要となる場合において、緊急的な治療管理としての投薬・検
査・注射・処置を行ったとき場合。（1月に１回、３日を限度）

総合医学
管理加算

550円/日
診療方針を定め、治療管理として投薬、検査、注射、処置等を行い、かかりつ
け医に対し診療状況を示す文書を添えて情報提供を行った場合。（10日を限
度として算定）

◇加算対象額 　　　

送迎加算 368円/片道 入所及び退所の際、ご自宅まで送迎を行った場合。

療養食加算 16円/回
医師の指示による特別な治療食を、管理栄養士の管理のもと提供した場合。
（例・・・糖尿病食、貧血食、高脂血症食、腎臓病食など）

緊急短期入所
受入れ加算

180円/日
利用者及び家族等の事情により、介護支援専門員が、緊急に短期入所療養介護
を受けることが必要と認めた場合（14日を限度として算定）

個別リハビリ
テーション
実施加算

480円/日
理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が利用者に対して、個別リハビリテー
ションを２０分以上行なった場合。

口腔連携
強化加算

100円/日
口腔の健康状態の評価を実施し、歯科医療機関及び介護支援専門員へ情報提供
した場合。



令和6年6月1日現在

 （※１）　食費（基準額）の内訳

※　減額申請を市町村に行い、上記の料金が設定されます。（詳しくは 別添資料１ をご覧下さい）

 ※　上記費用につきまして、ご不明な点がございましたら、支援相談員・事務所職員までお問い合わせ下さい。

重度療養管理
加算

240円/日
要介護４又は要介護5であり、厚生労働大臣が定める状態である方に対し計画
的に医学管理が継続し、かつ療養上必要な処置を行った場合

《利用料金》

　◇居住費・食費（１日あたり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階

介護職員
処遇改善加算

7.5%
厚生労働大臣が定める基準に適合する介護職員の処遇に対する改善を行った場
合

０円

食　　　　　費（※１） 1750円
①1000円

600円 300円
②1300円

滞
在
費

従来型個室 1668円 1310円 490円 490円

多　 床　 室 377円 370円 370円

430円

  ※　食費については、1食あたりの金額となります。減額認定のある方については、
　　  1日あたりの食費の段階別金額が限度になります。

　令和6年8月以降　◇居住費・食費（１日あたり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階

食　　　費
朝食 昼食 夕食

450円 650円 650円

　◇その他の利用料金

日用品費 250円/日 　石鹸・シャンプー・テッシュ・おしぼり・歯ブラシ・等の費用

洗　濯　代 528円/回
　私物の洗濯を施設に依頼される場合にお支払いいただきます。

　（１ネットの金額になります。）　

０円

食　　　　　費（※１） 1750円
①1000円

600円 300円
②1300円

滞
在
費

従来型個室 1728円 1370円 550円 550円

多　 床　 室 437円 430円

電気代等 　テレビ70円/日　その他の電気製品50円/日

その他費用 　※　診断書等の文書の発行に係る費用は、利用料として徴収いたします。

行　事　費 実　　費
　外出行事等の費用、講師を招いて実施する教室の費用で参加された

　場合にお支払いいただきます。（その都度、お知らせいたします）

健康管理費
　インフルエンザ予防接種に係る費用で、希望された場合にお支払いいただきます。　

　※市町村により費用が異なります。接種券のない方は実費で3000円となります。

小旅行や観劇等の費用、講師を招いて実施する教室の材料費等をインフルエンザ予防接種に係る費用で、希望された場合にお支払いいただきます。



令和6年6月1日現在

《基本料金》

短期入所療養介護（介護予防短期入所療養介護）の利用者負担額　（3割負担者）

◇保険給付の自己負担額（1日あたり）

要介護　1 2259円 2490円 要介護　1 2457円 2706円

　短期入所療養介護サービス費（通常） 短期入所療養介護サービス費（在宅強化）

要介護度 従来型個室 多 床 室 要介護度 従来型個室 多 床 室

要介護　3 2592円 2832円 要介護　3 2874円 3132円

要介護　2 2403円 2640円 要介護　2 2679円 2937円

要介護　5 2913円 3156円 要介護　5 3222円 3483円

要介護　4 2754円 2991円 要介護　4 3051円 3306円

　介護予防短期入所療養介護サービス費（通常） 介護予防短期入所療養介護サービス費（在宅強化）

要介護度 従来型個室 多 床 室 要介護度 従来型個室 多 床 室

要支援  1 1737円 1839円 要支援  1 1896円 2016円

※　在宅強化型に関する厚生労働省が定める基準（在宅復帰率が50％以上、ベッド回転率10％以上、

　　要介護4及び5の方の割合が35％以上）に適合した場合は、右の在宅強化のサービス費になります。

※　上記の基準を満たさなかった場合は、左の通常のサービス費となります。

　施設サービス体制加算関係 ※ 上記の短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護サービス費に加算されます。（必須）　

　サービス提供体制強化加算 66円/日 介護職員の内、介護福祉士の占める割合が80％以上の場合。

要支援  2 2178円 2322円 要支援  2 2334円 2502円

　生産性向上推進体制加算(Ⅰ) 300円/月
（Ⅱ）の要件に加え、見守り機器等のテクノロジーを複数導入し、業務
改善の取組による成果が確認されていること。

　生産性向上推進体制加算(Ⅱ) 30円/月
利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減を検討
する委員会を開催し、見守り機器等のテクノロジーを1つ以上導入してい
ること。

　在宅復帰・在宅療養支援機能加算 153円/日
施設からの退所者数や自宅への復帰数及び平均在所日数等が厚生労働大
臣が定める基準に適合した場合

　夜勤体制加算 72円/日 　利用者２０名に対し、夜勤者が１名以上配置されている場合。

緊急時治療
管理加算

1554円/日 救急救命医療が必要となる場合において、緊急的な治療管理としての投薬・検
査・注射・処置を行ったとき場合。（1月に１回、３日を限度）

総合医学
管理加算

825円/日
診療方針を定め、治療管理として投薬、検査、注射、処置等を行い、かかりつ
け医に対し診療状況を示す文書を添えて情報提供を行った場合。（10日を限
度として算定）

◇加算対象額 　　　

送迎加算 552円/片道 入所及び退所の際、ご自宅まで送迎を行った場合。

療養食加算 24円/回
医師の指示による特別な治療食を、管理栄養士の管理のもと提供した場合。
（例・・・糖尿病食、貧血食、高脂血症食、腎臓病食など）

緊急短期入所
受入れ加算

270円/日
利用者及び家族等の事情により、介護支援専門員が、緊急に短期入所療養介護
を受けることが必要と認めた場合（14日を限度として算定）

個別リハビリ
テーション
実施加算

720円/日
理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が利用者に対して、個別リハビリテー
ションを２０分以上行なった場合。

口腔連携
強化加算

150円/日
口腔の健康状態の評価を実施し、歯科医療機関及び介護支援専門員へ情報提供
した場合。



令和6年6月1日現在

 （※１）　食費（基準額）の内訳

※　減額申請を市町村に行い、上記の料金が設定されます。（詳しくは 別添資料１ をご覧下さい）

 ※　上記費用につきまして、ご不明な点がございましたら、支援相談員・事務所職員までお問い合わせ下さい。

重度療養管理
加算

360円/日
要介護４又は要介護5であり、厚生労働大臣が定める状態である方に対し計画
的に医学管理が継続し、かつ療養上必要な処置を行った場合

《利用料金》

　◇居住費・食費（１日あたり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階

介護職員
処遇改善加算

7.5%
厚生労働大臣が定める基準に適合する介護職員の処遇に対する改善を行った場
合

０円

食　　　　　費（※１） 1750円
①1000円

600円 300円
②1300円

滞
在
費

従来型個室 1668円 1310円 490円 490円

多　 床　 室 377円 370円 370円

430円

  ※　食費については、1食あたりの金額となります。減額認定のある方については、
　　  1日あたりの食費の段階別金額が限度になります。

　令和6年8月以降　◇居住費・食費（１日あたり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階

食　　　費
朝食 昼食 夕食

450円 650円 650円

　◇その他の利用料金

日用品費 250円/日 　石鹸・シャンプー・テッシュ・おしぼり・歯ブラシ・等の費用

洗　濯　代 528円/回
　私物の洗濯を施設に依頼される場合にお支払いいただきます。

　（１ネットの金額になります。）　

０円

食　　　　　費（※１） 1750円
①1000円

600円 300円
②1300円

滞
在
費

従来型個室 1728円 1370円 550円 550円

多　 床　 室 437円 430円

電気代等 　テレビ70円/日　その他の電気製品50円/日

その他費用 　※　診断書等の文書の発行に係る費用は、利用料として徴収いたします。

行　事　費 実　　費
　外出行事等の費用、講師を招いて実施する教室の費用で参加された

　場合にお支払いいただきます。（その都度、お知らせいたします）

健康管理費
　インフルエンザ予防接種に係る費用で、希望された場合にお支払いいただきます。　

　※市町村により費用が異なります。接種券のない方は実費で3000円となります。

小旅行や観劇等の費用、講師を招いて実施する教室の材料費等をインフルエンザ予防接種に係る費用で、希望された場合にお支払いいただきます。


